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Abstract
lヽre consider the solutiOn Of the Stokes equation in a bOunded domain  Let the viscosity
coettcient tend to zero_  ヽヽre already kno、v that the solution converges、veakly  Vヽe her  shoM/
that it cOnverges point、vise in the dOmain except at the boundarr
次のStOkes方程式を考 える。(χ,サ)∈ρ×
(0,T)に対し
Dどυν―νZυν+▽少ν=/
▽・υν=0
υν(χ,0)=α(χ)
υνls=0
(1)
ここに,ρは3次元 Euclid空間R3の有界領
域,Sはそのなめ らかな境界 とす る。また,
▽・α=0。更に,次の記号を定義しておく。ρδ=
(χ∈ρ;Дχ,S)>δ},と′(χ,S)はχと境界S
との距離である。今,函数/,αが無限回微分可
能で有界であるとすれば, よく知られているよ
うに,問題(1)の解 υνは一意的に定まり,('∞(ρ
×(0,T))に属する。また,Xttνお=0の条件
をつけ加えることにより,少νも同様に定まる。
今,いくつかの函数空間を準備する。
デO=(2∈て
'♂
(ρ);▽・2=0},デ1=(ノOの
L2(ρ)vこおける閉包),L2(ρ)=G(ρ)①ノlo OT
=ρ×(0,T)とおき,2∈ノ1(OT)とは,ほとん
どすべての オ∈(0,T)に対し, 2(チ)∈デ1(ρ)と
なることである。〃(ρ)=(九(ρ)の‖・ィによ
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る閉包},ここに,ノルム‖筋‖打=‖▽劣‖L2とす
る。このとき,Ladyzhenskaial)により,次の命
題が得られる。
命題1 問題 (1)の解 (目目解)υッは,ν→0の
とき,次の方程式の解に弱収束する。
つとυ。=―▽少O+/
υ。(χ,0)=α(χ)
υ。∈デ1(ρ)
(2)
そして,次の不等式が成立する。
デ‖Dν‖紛+νr‖▽勿‖物
+r‖勿‖物≦暉‖ァ‖加+‖α‖う
ここに,‖・‖は,L2ノルムをあらわす。また,
Xttν州=0とする。
さて, この小論では,次の定理を示すことを
目的としている。         .
定 理 /∈('∞(σT),α∈(,∞(ρ)とす る と,
ν→0の時,υッ(χ,サ),つν(χ,サ)は,各々 ,任意
の (χ,チ)∈′て×(0,T)Vこ対して収束し,その極
限函数 υ。,少。は次を満足する。(χ,チ)∈κ×(0,
T)に対し
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